
令
和
四
年
十
月
二
十
八
日（
金
曜
日
）

午
前
九
時
三
十
分
開
議

出
席
委
員

委
員
長

竹
内

譲
君

理
事

井
原

巧
君

理
事

岩
田

和
親
君

理
事

関

芳
弘
君

理
事

牧
島
か
れ
ん
君

理
事

落
合

貴
之
君

理
事

山
崎

誠
君

理
事

小
野

泰
輔
君

理
事

中
野

洋
昌
君

井
林

辰
憲
君

石
橋
林
太
郎
君

今
枝
宗
一
郎
君

上
川

陽
子
君

國
場
幸
之
助
君

佐
々
木

紀
君

鈴
木

淳
司
君

土
田

慎
君

冨
樫

博
之
君

長
坂

康
正
君

西
野

太
亮
君

長
谷
川
淳
二
君

福
田

達
夫
君

堀
井

学
君

松
本

尚
君

松
本

洋
平
君

宗
清

皇
一
君

山
下

貴
司
君

大
島

敦
君

篠
原

孝
君

田
嶋

要
君

馬
場

雄
基
君

山
岡

達
丸
君

中
川

宏
昌
君

鈴
木

義
弘
君

笠
井

亮
君

経
済
産
業
大
臣

西
村

康
稔
君

経
済
産
業
委
員
会
専
門
員

藤
田

和
光
君

委
員
の
異
動

十
月
二
十
八
日

辞
任

補
欠
選
任

石
井

拓
君

松
本

尚
君

稲
田

朋
美
君

井
林

辰
憲
君

小
森

卓
郎
君

石
橋
林
太
郎
君

細
田

健
一
君

長
谷
川
淳
二
君

同
日辞

任

補
欠
選
任

井
林

辰
憲
君

稲
田

朋
美
君

石
橋
林
太
郎
君

小
森

卓
郎
君

長
谷
川
淳
二
君

細
田

健
一
君

松
本

尚
君

石
井

拓
君

同
日理

事
細
田
健
一
君
同
日
委
員
辞
任
に
つ
き
、
そ
の
補
欠

と
し
て
牧
島
か
れ
ん
君
が
理
事
に
当
選
し
た
。

十
月
二
十
七
日

ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣

提
出
第
一
三
号
）

は
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

理
事
の
補
欠
選
任

ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣

提
出
第
一
三
号
）

○
竹
内
委
員
長

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

こ
の
際
、
理
事
補
欠
選
任
の
件
に
つ
い
て
お
諮
り
い
た

し
ま
す
。

委
員
の
異
動
に
伴
い
、
現
在
理
事
が
一
名
欠
員
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
補
欠
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
例

に
よ
り
、
委
員
長
に
お
い
て
指
名
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま

せ
ん
か
。〔「

異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
竹
内
委
員
長

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
理
事
に
牧
島
か
れ
ん
君
を
指
名
い
た
し
ま

す
。

○
竹
内
委
員
長

内
閣
提
出
、
ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行

政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
趣
旨
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
西
村
経

済
産
業
大
臣
。

ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

〔
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

○
西
村（
康
）国
務
大
臣

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま

し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。ガ

ス
の
製
造
の
用
に
供
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
、
世
界
的
な
需

要
の
拡
大
、
国
際
情
勢
の
変
化
や
予
期
せ
ぬ
事
故
等
に
起

因
す
る
供
給
支
障
を
背
景
に
、
各
国
の
獲
得
競
争
が
激
化

し
、
歴
史
的
な
価
格
の
高
騰
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
市
場
の
不
確
実
性
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
ガ
ス

に
つ
い
て
深
刻
な
供
給
支
障
が
発
生
す
る
万
が
一
の
危
機

に
備
え
、
需
給
両
面
か
ら
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
供
給
面
に
お
い
て
は
、
民
間
企
業
に
よ
る

通
常
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
が
困
難
で
あ
る
よ
う
な
状
況
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
て
、
国
が
関
与
す
る
形
で
ガ
ス
の
製
造

の
用
に
供
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
次
に
、
需
要
面
に
お
い
て
は
、
供
給
面
で

あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
、
か
つ
、
ガ
ス
の
使
用
量
の
節
約

の
協
力
の
呼
び
か
け
等
の
取
組
を
講
じ
て
も
な
お
ガ
ス
の

需
要
に
比
べ
て
供
給
が
不
足
し
、
国
民
経
済
及
び
国
民
生

活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
備
え
、
国

に
よ
る
最
終
的
な
需
給
調
整
の
手
段
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
法
律
案
を
提

出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
改
正
で
す
。

ま
ず
、
ガ
ス
の
安
定
供
給
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
、
又

は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大

臣
が
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

に
対
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
調
達
を
要
請
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
措
置
を
講
じ
ま
す
。

ま
た
、
ガ
ス
の
需
給
が
逼
迫
し
、
需
給
の
調
整
を
行
わ

な
け
れ
ば
ガ
ス
の
供
給
の
不
足
が
国
民
経
済
及
び
国
民
生

活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
経
済
産

業
大
臣
が
一
定
の
範
囲
の
需
要
家
に
ガ
ス
の
使
用
の
制
限

等
を
命
じ
る
こ
と
等
を
可
能
と
す
る
措
置
を
講
じ
ま
す
。

第
二
に
、
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資

源
機
構
法
の
一
部
改
正
で
す
。

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
の

業
務
に
、
今
般
改
正
す
る
ガ
ス
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く

経
済
産
業
大
臣
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
調
達
す

る
業
務
を
追
加
し
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
要
旨
で
あ

り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
竹
内
委
員
長

こ
れ
に
て
趣
旨
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し

た
。次

回
は
、
公
報
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
、

本
日
は
、
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
九
時
三
十
三
分
散
会

ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金

属
鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

ガ
ス
事
業
法
及
び
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

金
属
鉱
物
資
源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
ガ
ス
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

ガ
ス
事
業
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一

号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
十
回
国
会

衆

議

院

経

済

産

業

委

員

会

議

録
第

三

号

（
第
一
類

第
九
号
）

（
五
一
）

第
一
類
第
九
号

経
済
産
業
委
員
会
議
録
第
三
号

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

一



目
次
中「
第
六
章

あ
つ
せ
ん
及
び
仲
裁（
第
百
七

「
第
六
章

ガ
ス
の
使
用
制
限
等

条
・
第
百
八
条
）」を
第
七
章

あ
つ
せ
ん
及
び
仲
裁

（
第
百
六
条
の
二
・
第
百
六
条
の
三
）
に
、「
第
七
章
」

（
第
百
七
条
・
第
百
八
条
）

」

を「
第
八
章
」に
、「
第
八
章
」を「
第
九
章
」に
、「
第
九

章
」を「
第
十
章
」に
、「
第
十
章
」を「
第
十
一
章
」に
改

め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中「
行
う
者（
」の
下
に「
第
百
六
条

の
三
を
除
き
、」を
加
え
る
。

第
百
九
十
四
条
中「
者
」を「
と
き
は
、
当
該
違
反
行

為
を
し
た
者
」に
改
め
る
。

第
百
九
十
五
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違

反
行
為
を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
各
号
中「
者
」を

「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
九
十
六
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違

反
行
為
を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
各
号
中「
者
」を

「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
九
十
九
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違

反
行
為
を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第

二
号
中「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中「
選

任
し
な
か
つ
た
者
」を「
選
任
し
な
か
つ
た
と
き
。」に
改

め
、
同
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中「
者
」を

「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
二
百
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

為
を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
十
号

ま
で
の
規
定
中「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
十

一
号
中「
の
規
定
」を「
又
は
第
百
六
条
の
三
第
一
項
の

規
定
」に
、「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
十
二
号

及
び
第
十
三
号
中「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
二
百
一
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違
反

行
為
を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
六

号
ま
で
の
規
定
中「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第

七
号
中「
又
は
第
八
十
条
の
八
第
二
項
」を「
、
第
八
十

条
の
八
第
二
項
又
は
第
百
六
条
の
三
第
二
項
」に
、

「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
八
号
か
ら
第
十
三

号
ま
で
の
規
定
中「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
十
章
を
第
十
一
章
と
し
、
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま

で
を
一
章
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
章
の
次
に
次
の
一
章

を
加
え
る
。

第
六
章

ガ
ス
の
使
用
制
限
等

（
液
化
天
然
ガ
ス
の
調
達
の
要
請
）

第
百
六
条
の
二

経
済
産
業
大
臣
は
、
ガ
ス
の
安
定
供

給
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
ガ
ス
の
製
造
の
用
に
供
す
る

液
化
天
然
ガ
ス
の
調
達
が
特
に
必
要
で
あ
り
、
か

つ
、
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源

機
構
以
外
の
者
に
よ
る
調
達
を
困
難
と
す
る
特
別
の

事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
に
対
し
、
当
該
液

化
天
然
ガ
ス
の
調
達
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ガ
ス
の
使
用
制
限
等
）

第
百
六
条
の
三

経
済
産
業
大
臣
は
、
ガ
ス
の
需
給
の

調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
ガ
ス
の
供
給
の
不
足
が
国
民

経
済
及
び
国
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
公
共
の

利
益
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
そ
の
事
態
を
克
服
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に

お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
ガ
ス
小

売
事
業
者
若
し
く
は
一
般
ガ
ス
導
管
事
業
者（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て「
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
」と
い
う
。）

か
ら
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
者
に
対
し
、
そ
の
使
用

す
る
ガ
ス
の
量
の
限
度
を
定
め
て
、
ガ
ス
小
売
事
業

者
等
が
供
給
す
る
ガ
ス
の
使
用
を
制
限
す
べ
き
こ
と

又
は
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
か
ら
新
た
に
ガ
ス
の
供
給

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
新
た
に
供
給
を
受

け
る
ガ
ス
の
量
の
限
度
を
定
め
て
、
ガ
ス
小
売
事
業

者
等
か
ら
新
た
に
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
を
制

限
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

�

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
の
施
行
に
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
か
ら
ガ
ス
の
供
給
を
受
け

る
者
に
対
し
、
ガ
ス
小
売
事
業
者
等
が
供
給
す
る
ガ

ス
の
使
用
の
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
報

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源

機
構
法（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
四
号
）の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

ガ
ス
事
業
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一

号
）第
百
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
液
化
天
然
ガ

ス
の
調
達
を
行
う
こ
と
。

第
十
二
条
第
一
号
中「
及
び
第
三
号
」を「
、
第
三
号

及
び
第
四
号
」に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中「
同
条
第
二
項
第
三
号
」の
下
に

「
及
び
第
四
号
」を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施

行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措

置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
確
立
を
図
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
確
立
を
図

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令
和
四
年
法
律
第

四
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
う
ち
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
法
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規

定
中「
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
」を「
第
十
一
条
第
二

項
第
四
号
」に
改
め
る
。

（
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
五
条

高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
の
う
ち
、
ガ
ス
事
業
法
第
百
九
十
四
条
か
ら

第
百
九
十
六
条
ま
で
、
第
百
九
十
九
条
及
び
第
二
百
条

の
改
正
規
定
を
削
り
、
同
法
第
二
百
一
条
の
改
正
規
定

中「
第
二
百
一
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違
反

行
為
を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
第
一
号
」を「
第
二

百
一
条
第
一
号
」に
改
め
、「
、「
者
」を「
と
き
。」に
改

め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中「
者
」を

「
と
き
。」に
」を
削
り
、「
加
え
、「
者
」を「
と
き
。」に
改

め
」を「
加
え
」に
改
め
、
同
条
第
六
号
か
ら
第
十
三
号

ま
で
の
改
正
規
定
を
削
る
。

理

由

液
化
天
然
ガ
ス
の
確
保
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
緊
張
の
高

ま
り
を
踏
ま
え
、
緊
急
時
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
が
独

立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
に
液
化

天
然
ガ
ス
の
調
達
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す

る
と
と
も
に
、
ガ
ス
の
需
給
を
調
整
す
る
た
め
ガ
ス
の
使

用
を
制
限
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
措
置
等
を
講
ず
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で

あ
る
。

第
一
類
第
九
号

経
済
産
業
委
員
会
議
録
第
三
号

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

二

令
和
四
年
十
二
月
九
日
作
成

衆
議
院
事
務
局

調
製

国
立
印
刷
局


